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   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/37    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/18    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月31日(2014.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＣＥ阻害剤を同定するための方法であって、
　複数の試験化合物を準備するステップ；
　前記複数の試験化合物からの試験化合物を、ＩＣＥの存在下でα－シヌクレイン全長と
接触させるステップ；
　および
　１つ若しくは複数の前記試験化合物が、前記α－シヌクレイン全長のＩＣＥ切断を阻害
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するかどうか決定するステップ
を含む、
方法。
【請求項２】
請求項１に記載の方法であって、
　α－シヌクレイン切断が、α－シヌクレイン全長および切断されたα－シヌクレインの
相対的レベルを測定することにより決定され、
　ここで、前記試験化合物の存在下での、切断されたα－シヌクレインに対するα－シヌ
クレイン全長の、対照と比較してより高い比率は、前記試験化合物が、α－シヌクレイン
のＩＣＥ切断を阻害するＩＣＥ阻害剤であることを示すことを特徴とする、
方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、
　前記α－シヌクレインのフラグメントが、約１２０アミノ酸の長さであることを特徴と
する、
方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記α－シヌクレインのフラグメントが、１１５アミノ酸の長さであることを特徴とす
る、
方法。
【請求項５】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記α－シヌクレインのフラグメントが、１１９アミノ酸の長さであることを特徴とす
る、
方法。
【請求項６】
　請求項３に記載の方法であって、
　前記α－シヌクレインのフラグメントが、１２１アミノ酸の長さであることを特徴とす
る、
方法。
【請求項７】
　請求項２に記載の方法であって、
　前記α－シヌクレインのフラグメントが、約２０アミノ酸の長さであることを特徴とす
る、
方法。
【請求項８】
　α－シヌクレイン全長に特異的に結合するが、ＩＣＥ切断されたα－シヌクレインには
結合しない、α－シヌクレイン抗体。
【請求項９】
　ＩＣＥ切断されたα－シヌクレインに特異的に結合するが、α－シヌクレイン全長には
結合しない、α－シヌクレイン抗体。
【請求項１０】
　請求項８または９に記載のα－シヌクレイン抗体であって、
　前記抗体が、モノクローナル抗体、ポリクローナル抗体、Ｆａｂフラグメント、Ｆａｂ
’フラグメント、Ｆ（ａｂ’）２フラグメント、Ｆｖフラグメント、ダイアボディ、単鎖
抗体分子および多重特異性抗体からなる群より選択されることを特徴とする、
α－シヌクレイン抗体。
【請求項１１】
　α－シヌクレイン切断酵素を同定するための方法であって、
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　α－シヌクレイン切断酵素の候補である複数のカスパーゼ酵素を準備するステップ；
　前記複数のカスパーゼ酵素からの候補酵素をα－シヌクレイン全長に接触させるステッ
プ；
　および
　１つ若しくは複数の前記候補酵素が前記α－シヌクレイン全長をフラグメントに切断す
るかどうかを決定するステップ
を含む、
方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、
　前記フラグメントは、約１２０アミノ酸の長さのフラグメントを含むことを特徴とする
、
方法。
【請求項１３】
　患者におけるシヌクレイン病の疾患、障害または状態を治療するための医薬組成物であ
って、ＩＣＥによるα－シヌクレインの切断を阻害するのに十分な量のＩＣＥ阻害剤を含
む、
医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の医薬組成物であって、
　前記シヌクレイン病の疾患、障害または状態が、パーキンソン病、認知症、または多系
統萎縮症であることを特徴とする、
医薬組成物。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の医薬組成物であって、
　前記パーキンソン病が、常染色体優性のパーキンソン病であることを特徴とする、
医薬組成物。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の医薬組成物であって、
　前記シヌクレイン病の疾患、障害または状態が、レビー小体の存在により特徴付けられ
る、
医薬組成物。
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